








 

研究目的 

心身障害発生防止のための分娩時胎児管理については,近年急速な発展がみら

れてはいるものの児の予後を左右するもうひとつの背景となる 1atent fetal 

distress の診断と対策については,まだまだ未知の面が多い。本年度は,latent 

fetal distress の早期発見の重要性を過去 10 年間の臨床統計から観察すると

ともに,前年度にひきつゞき,早期診断法としての母体尿中エストリオール,母

体血中エストリオール,hCS,11-desoxycortiso1 について検討を加えた。 


